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【手続補正書】
【提出日】平成27年8月19日(2015.8.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内燃機関の所定気筒に設けられた筒内圧センサと、前記内燃機関のクランク軸の回転に
同期した信号を出力するクランク角センサと、を有し、所定のクランク角における筒内圧
を検出する内燃機関の筒内圧検出装置において、
　前記内燃機関のモータリング時又は燃料カット時であり、且つ機関回転数が２０００ｒ
ｐｍより大きい場合に、前記筒内圧センサにより最大筒内圧が検出される時点での前記ク
ランク角センサの信号に対応するクランク角がＴＤＣとなるように、前記クランク角セン
サの信号にクランク角を同期させる同期手段と、
　を備えることを特徴とする内燃機関の筒内圧検出装置。
【請求項２】
　内燃機関の所定気筒に設けられた筒内圧センサと、前記内燃機関のクランク軸の回転に
同期した信号を出力するクランク角センサと、を有し、所定のクランク角における筒内圧
を検出する内燃機関の筒内圧検出装置において、
　前記内燃機関のモータリング時又は燃料カット時であり、且つ機関回転数が所定回転数
より大きい場合に、前記筒内圧センサにより最大筒内圧が検出される時点での前記クラン
ク角センサの信号に対応するクランク角がＴＤＣとなるように、前記クランク角センサの
信号にクランク角を同期させる同期手段を備え、
　前記同期手段は、前記内燃機関の充填効率が高いほど前記所定回転数を大きい値に設定
する手段を含むことを特徴とする内燃機関の筒内圧検出装置。
【請求項３】
　前記筒内圧センサの検出値に出力ズレが生じているか否かを判定する判定手段と、
　前記出力ズレが生じていると判定された場合に、前記同期手段による動作を制限する制
限手段と、
　を更に備えることを特徴とする請求項１または２記載の内燃機関の筒内圧検出装置。
【請求項４】
　前記筒内圧センサの検出値に出力ズレが生じているか否かを判定する判定手段と、
　前記出力ズレが生じていると判定された場合に、当該出力ズレを補正する補正手段と、
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を更に備え、
　前記同期手段は、前記補正手段による補正後の筒内圧を用いて最大筒内圧が検出される
時点での前記クランク角センサの信号を取得することを特徴とする請求項１または２記載
の内燃機関の筒内圧検出装置。
【請求項５】
　前記判定手段は、発熱量の絶対値が所定値より小さい場合に、前記出力ズレが発生して
いないことを判定する手段を含むことを特徴とする請求項３または４記載の内燃機関の筒
内圧検出装置。
【請求項６】
　内燃機関の所定気筒に設けられた筒内圧センサと、前記内燃機関のクランク軸の回転に
同期した信号を出力するクランク角センサと、を有し、所定のクランク角における筒内圧
を検出する内燃機関の筒内圧検出装置において、
　機関回転数が所定回転数よりも大きいか否かを検出する回転数検出手段と、
　前記内燃機関のモータリング時又は燃料カット時であり、且つ前記回転数検出手段で前
記機関回転数が前記所定回転数より大きいことが検出された場合に、前記筒内圧センサに
より最大筒内圧が検出される時点での前記クランク角センサの信号に対応するクランク角
がＴＤＣとなるように、前記クランク角センサの信号にクランク角を同期させる同期手段
と、
　を備えることを特徴とする内燃機関の筒内圧検出装置。
【請求項７】
　前記所定回転数が、圧縮漏れの影響が無視できるほどに小さい回転数であることを特徴
とする請求項６に記載の内燃機関の筒内圧検出装置。
【請求項８】
　前記所定回転数が、２０００ｒｐｍであることを特徴とする請求項７に記載の内燃機関
の筒内圧検出装置。
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